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ご
み
の
減
量
化
に
更
な
る
ご
協
力
を

　
ご
み
の
減
量
化
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、
北
秋
田
市
で
も
、
家
庭
ご
み
総
量
は
平
成
18
年
度

を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
家
庭
ご
み
を
種
別
毎
に
見
て
み
る

と
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
が
増
加
す
る
一
方
で
「
資
源
ご
み
」
が
減
少
し
て
い
ま
す
。「
燃
や
せ

る
ご
み
」
は
焼
却
後
に
残
っ
た
灰
を
埋
立
し
ま
す
が
、
埋
立
す
る
最
終
処
分
場
の
残
余
容
量

は
年
々
減
少
し
て
い
る
た
め
、
焼
却
す
る
ご
み
の
量
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
後
も
ご
み
の
減
量
と
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　
ご
み
処
理
費
用
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
22
年
度
の
ご
み
処
理
費
用
は
約
3
億
7
千
万

円
（
資
源
売
却
後
）、
市
民
一
人
当
た
り
年
間
約
1
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※１人１日当たりのごみ搬入量＝家庭ごみ収集量÷人口÷365日
≪参考≫１人１日当たりのごみ排出量（ｇ/人日）【平成22年度実績】
　　　　全国平均　697（ｇ/人日）　秋田県平均　689（ｇ/人日）

　たけのこ採りのシーズンとなりました。県内では昨年、春の山菜採りで45件の遭難事故が発生して
おり、８人の方が亡くなっています。遭難すると家族へ心配をかけるだけでなく、捜索に多くの人員
を要するなど、多大な手間と費用がかかることになります。（捜索は原則有料です）

たけのこ採り、行き先告げて、無理せずにたけのこ採り、行き先告げて、無理せずに

【遭難しないための心得】
　◆入山する場所や駐車場所、帰宅予定時刻を家族へ知らせる
　◆単独での入山や午後からの入山は避ける
　◆食べ物、雨具、着替え、時計、ライター、光る物、発煙筒などを持ち目立つ服装で入山する
　◆クマ等の対策として、ラジオ、鈴などで音を鳴らしながら行動する
　◆迷ったときは歩き回らず、体力の消耗を避けるため、目標物周辺（大木の下や岩陰）で救助を待つ
　◆迷ったときの通報手段として携帯電話を持つ
　　生活課地域推進班　☎62‐6628
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１人１日当たりのごみ搬入量

　
電
気
や
電
池
で
動
く
小
型
家
電
製
品
に
は
、
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
の

産
業
に
必
要
な
金
属
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
北
秋
田
市
で

は
県
と
連
携
し
、
レ
ア
メ
タ
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
、
使
用
済
小

型
家
電
（
＝
こ
で
ん
）
の
回
収
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
次
の
施

設
に
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
な
お
、
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
は
今
年
度
中
に
増
設
す
る
予
定

で
す
。

■
回
収
す
る
使
用
済
小
型
家
電
リ
ス
ト

①
サ
イ
ズ　
15
×
25
㎝
以
下

②
種　
類　
携
帯
電
話
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、

リ
モ
コ
ン
、
携
帯
ゲ
ー
ム
機
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
機
、
電
源
ケ
ー
ブ
ル
な
ど

■
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
設
置
場
所　
北
秋
田
地
域
振
興
局
／
い
と
く
鷹
巣
南

店
／
い
と
く
鷹
巣
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

使
用
済
小
型
家
電
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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529ｇ

　６月５日は環境の日です。これは、１９７２年６月５日からストックホルム
で開催された「国連人間環境会議」を記念して定められたものです。これを受
けて日本では１９９１年から６月を「環境月間」と定めて、全国各地で環境に
関する行事や啓発活動を行っています。
　自然豊かな北秋田市と美しい地球を子孫に引き継いでいけるよう、一人一人
が環境問題に目を向け、みんなで環境に優しい行動を実践していきましょう。

　６月５日は環境の日です。これは、１９７２年６月５日からストックホルム
で開催された「国連人間環境会議」を記念して定められたものです。これを受
けて日本では１９９１年から６月を「環境月間」と定めて、全国各地で環境に
関する行事や啓発活動を行っています。
　自然豊かな北秋田市と美しい地球を子孫に引き継いでいけるよう、一人一人
が環境問題に目を向け、みんなで環境に優しい行動を実践していきましょう。
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紙・布類 ビニール・合成樹脂
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ご
み
を
減
量
す
る
た
め
の
『
３
Ｒ
』

　
ご
み
を
減
ら
す
た
め
の
３
つ
の
方
法
、
リ
デ
ュ
ー
ス

（
R
e
d
u
c
e
）
、
リ
ユ
ー
ス
（
R
e
u
s
e
）
、

リ
サ
イ
ク
ル
（
R
e
c
y
c
l
e
）
の
頭
文
字
を
と
っ

て
『
３
Ｒ
』
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
ら
３
Ｒ
の
中
で
身
近

で
簡
単
に
出
来
る
も
の
か
ら
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

リ
デ
ュ
ー
ス
（
Re
d
u
c
e
）

「
ご
み
」
に
し
な
い
、
減
ら
す

・
使
い
捨
て
の
も
の
は
買
わ
な
い
、
使
わ
な
い

・
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
っ
て
い
く

・
余
計
な
包
装
は
断
る
、
買
い
す
ぎ
な
い

・
長
く
使
え
る
も
の
を
選
ぶ

「
ご
み
」
に
し
な
い
で
、
何
度
も
使
う

・
詰
め
替
え
て
繰
り
返
し
使
え
る
も
の
を
使
う

・
使
い
た
い
人
に
譲
る
、
中
古
品
の
活
用

・
壊
れ
て
も
で
き
る
だ
け
直
し
て
使
う

・
ビ
ン
等
は
資
源
物
へ
分
別
す
る

リ
ユ
ー
ス
（
R
e
u
s
e
）

「
ご
み
」
を
生
か
す
、
再
資
源
化
す
る

・
ご
み
と
資
源
物
を
分
別
し
て
排
出
す
る

・
売
っ
て
い
た
お
店
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
返
す

・
生
ご
み
は
た
い
肥
と
し
て
利
用
す
る

・
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
購
入
す
る

リ
サ
イ
ク
ル
（
R
e
c
y
c
le
）

ご
み
の
不
法
投
棄
は
立
派
な
犯
罪
で
す

　
今
年
も
４
月
15
日
〜
29
日
に
各
自
治
会
や
町
内
会
を
中
心
に
、
春

の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ち
を
き
れ
い
に
す

る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
人
が
い
る
一
方
で
、
不
法
投
棄
を
平
気
で

行
う
人
も
い
る
の
が
現
状
で
す
。
不
法

投
棄
物
に
は
ビ
ン
や
缶
な
ど
、
再
資
源

化
で
き
る
も
の
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
使
っ
て
い
く

た
め
に
も
、
不
法
投
棄
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

（
悪
質
な
不
法
投
棄
事
件
は
警
察
に
引

き
渡
し
て
お
り
、
処
罰
を
受
け
た
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
中
に
は
数
十
万
円
の

罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
し
た
）

平成 23年度 燃やせるごみの中身の割合平成 23年度 燃やせるごみの中身の割合

うち資源ごみ（ｇ/日）

53％ 23％ 15％ 9％
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クリーンリサイクルセンターへの受入実績（１人１日当たり）クリーンリサイクルセンターへの受入実績（１人１日当たり）
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